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分断と対立の影響は、経済にもサステナビリティにも 

　価値観の多様化が進む現代社会において、私たちは分断や対立
のリスクに直面する可能性を常に意識しなければなりません。足
元で進行している地政学的な緊張や経済ブロック化の動きは、金
融市場に影響を与えるだけでなく、日本経済の先行きに不確実性
をもたらしていると感じています。
　また、サステナビリティの分野においても、国や地域ごとの価
値観や規制の違いが顕著になり、従来の常識が通用しない状況が
増えてきています。こうした環境のなかで、企業が長期的な見通

しを描くことはますます難しくなっていると認識しています。
　このような複雑な状況下で、当社の戦略とサステナビリティを
担う責任者として、私は現実をしっかりと受け止め、未来に向け
て行動する姿勢が求められていると感じています。CEOから託
されたこの重要な役割に応えるために、当社の成長戦略には「変
化への柔軟な対応」と「長期的な方向性」の二つを軸に据えるこ
とが必要だと考えています。

変化に対する柔軟性 

　生成AIやDXなどの技術革新は、スピードとスケールの両面で
従来の常識を凌駕し、お客さまの行動や期待を根本から変えつつ
あります。加えて、少子高齢化の進行は、地域経済の構造や資金
需要に長期的な影響を与えています。
　こうした変化は、私たちの事業モデルやサービス提供の在り方

に再設計を迫るものであり、柔軟かつ俊敏な対応が求められま
す。変化を受け入れるだけでなく、変化を活かす力が、これから
の金融機関に求められる資質だと考えています。
　これらに対する取り組みは、CDIOメッセージ（➡P74）、
CPROメッセージ（➡P75）をご覧ください。

長期的な方向性 

　サステナビリティのような本質的な課題に対しては、外部環境
の変化に左右されるのではなく、私たち自身のパーパスと長期ビ
ジョンに基づいて未来を形づくる意思が不可欠です。
　金融という社会インフラを担う企業として、私たちはお客さま
のニーズの変化と社会の持続可能性の両方に向き合う立場にあ
ります。
　「変化に対する柔軟性」と「長期的な方向性」とは対立するも
のではなく、むしろ連続性を持って当社の企業価値を高めていく
両輪でなくてはなりません。
　 「お客さまのこまりごと、社会課題の解決を起点としてビジネ
スを考え抜き、実行に移していく」̶̶これは単なるスローガ
ンではなく、変化への柔軟性と長期的な方向性という2つの軸を
両輪として、当社の企業価値を高めていくための意思決定と行動
指針そのものです。

　サステナビリティへの取り組みは、リスク管理やレピュテー
ションの向上だけでなく、お客さまと社会の未来をプラスにする
新たな金融サービスの創出を通じて、当社の競争力を高める実践
的な行動である必要があります。
　当社が掲げる「リテール・トランジション・ファイナンス目標」
では、お客さまとの「対話の深化」と「ソリューションの強化」に
注力しています。
　これまで当グループでは数万社以上の中堅・中小企業のお客
さまと、サステナビリティに関する対話を積み重ねてきました。
そして、そのなかからお客さまのボトルネックを探り当て、解消
に必要なソリューションを年々強化しています。
　お客さまとの対話の方法も、試行錯誤を経ながらブラッシュ
アップを重ねており、競争力の源泉となる学びを着実に蓄積して
いると感じています。
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不確実性が高まる環境下、企業はサステナビリティに取り組
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競争力の源泉　「つながり」と「共創」  

　企業の競争力の源泉が人的資本にあるということは、異論の余
地がありません。多様な人財が持つ知見、経験、価値観が融合し、
変化の激しい時代においても柔軟かつ創造的に価値を生み出す
力となります。
　これについてはCHROメッセージ（➡P62）をご覧いただけれ
ばと思いますが、私からは、お客さまや社会との「つながり」が、
当社の競争力を支えるもう一つの本質的な源泉であることを述
べたいと思います。
　当社には1,600万人の個人のお客さま、50万社の法人のお
客さまとの関係があります。これは単なる取引の数ではなく、
人々の暮らしや企業活動に、金融を通じて深くかかわってきた
証です。
　かつて当社は経営危機に直面し、公的資金の注入を受けるとい
う厳しい状況に陥りました。その際には、財務価値を大きく損な
うとともに、お客さまの信用と信頼を失う事態を招いてしまいま
した。それにもかかわらず、事業の存続を許されたのは、多くの
お客さまとの「つながり」が社会にとって守るべき価値であると
認識されたからではないかと受け止めています。
　この経験は、私たちにとって「信頼とは何か」「企業の存在意
義とは何か」を問い直す原点となりました。

　そして今、サステナビリティの視点から企業価値を再定義する
時代において、この「つながり」と「共創」が未来を創る力の源泉
だと考えます。
　私たちはこの「つながり」をさらに広げ、深めていく段階にき
ています。お客さまとの関係性を強化するだけでなく、ビジネス
パートナー、地域社会、行政、教育機関、スタートアップ、NPOな
ど、多様なステークホルダーとの新たなつながりを築き、ともに
価値を創出する「共創」の姿勢が、変化に対応し、価値を創出す
る力を高める鍵となります。
　こうした「つながり」と「共創」の拡張は、単なる協業ではなく、
社会課題の解決や新たなサービス創出を通じて、お客さまとの関
係性をさらに豊かにし、社会からの信頼を深める循環を生み出し
ます。
　その結果として、当社の企業価値は、財務的な面だけでなく、
社会関係・人的・知的資本の面でも着実に高まっていくと確信し
ています。
　下記の「サステナビリティ長期指標」は、その進展を経営が把
握し、たゆまぬ努力を重ねていくための重要な物差しです。後
段に詳細を記載していますので、ご覧ください。

価値創造ストーリー 価値創造を実現するための取り組み 価値創造を支える仕組み 財務・非財務情報、会社情報


